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林
友
の
会
運
営
の
無
認
可
作
業
所
、

「
に
の
つ
ぼ
」
は
、
１
９
９
０
年
に
開
設
。

喫
茶
店
・
う
ど
ん
屋
の
間
借
り
を
経
て
、

２
０
０
０
年
９
月
、
浜
に
宅
配
弁
当
の

「
喜
楽
」
と
し
て
独
立
し
、
３
年
が
経
ち

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
人
暮
し
の
お
年
寄
り
の
方
、
地
域
の

方
か
ら
ご
注
文
頂
き
、
一
食
か
ら
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
時
間
と
勝
負
の
中
、
一
日

平
均
約
十
名
の
メ
ン
バ
ー
で
喜
楽
を
支

え
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
、
国
・
県
・
市
は
財
政
難
を
理

由
に
、
年
間
た
っ
た
６
１
０
万
円
し
か
出

て
い
な
い
補
助
金
を
約
20
万
円
も
削
減

し
て
き
ま
し
た
。
常
勤
職
員
２
名
を
雇

い
、
家
賃
・
水
道
光
熱
費
・
消
耗
品
費
等

運
営
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
決
し
て
楽

な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

来
年
度
も
、
無
認
可
作
業
所
は
補
助
金

を
削
減
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。小
規
模
通
所

授
産
施
設
と
し
て
認
可
さ
れ
れ
ば
、年
間

一
千
百
万
円
が
保
障
さ
れ
、よ
り
安
定
し

た
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。一
刻
も
早

く
、
「
に
の
つ
ぼ
」
を
無
認
可
作
業
所
か

ら
社
会
福
祉
法
人
の
小
規
模
通
所
授
産 

 
 
 

施
設
へ
と
移
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

           

 

皆
、力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                          

政
府
、

政
府
、

政
府
、   

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施
設

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施
設

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施
設   

   

助
成
ヶ
所
を
大
幅
に
削
減
！

助
成
ヶ
所
を
大
幅
に
削
減
！

助
成
ヶ
所
を
大
幅
に
削
減
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

小
泉
内
閣
は
、
今
年
度
予
算
で
精

神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施
設
の
補
助

金
を
大
幅
に
削
減
し
て
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
全
国
一
六
一
ヶ
所
の

申
請
中
、
そ
の
八
割
を
ゼ
ロ
と
い
う

冷
酷
な
査
定
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」
と
し
て
急
き
ょ

政
府
に
要
請
行
動
を
実
施
し
復
活
を

要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ

り
、
合
計
七
十
五
ヶ
所
に
助
成
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で

は
、
全
体
の
申
請
の
半
数
に
も
満
た

な
い
状
況
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
府
政
府  

来
年
度
予
算
で

来
年
度
予
算
で  

申
請
ヶ
所
す
べ
て
補
助
と
約
束

申
請
ヶ
所
す
べ
て
補
助
と
約
束  

  

来
年
に
備
え
、
小
池
参
院
議
員
に

も
援
助
を
要
請
し
ま
し
た
。
厚
生
労

働
省
は
、
小
池
議
員
に
対
し
、
来
年

度
は
申
請
ヶ
所
に
は
す
べ
て
補
助
す

る
」
と
回
答
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ご
奮
闘
い
た
だ
い
た
小
池
参
院
議

員(

共)

は
「
厚
生
労
働
省
は
、
入
院
患

者
七
万
二
千
人
を
復
帰
さ
せ
る
新
障

害
者
プ
ラ
ン
を
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
、
政
府

や
厚
生
労
働
省
に
対
し
抗
議
と
要
請

を
強
力
に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。 

    

無
認
可
作
業
所
へ
の
補
助
金

無
認
可
作
業
所
へ
の
補
助
金

無
認
可
作
業
所
へ
の
補
助
金   

国･

県･

市
が
二
十
万
円
カ
ッ
ト
！

国･

県･

市
が
二
十
万
円
カ
ッ
ト
！

国･

県･

市
が
二
十
万
円
カ
ッ
ト
！   

  

本
年
度
予
算
で
無
認
可
作
業
所
に

対
す
る
補
助
金
を
無
慈
悲
に
も
約
２

０
万
円
も
削
減
し
て
き
ま
し
た
。
林

友
の
会
は
、
障
岡
連
、
共
作
連
と
と

も
に
、
県
と
市
に
強
力
に
抗
議
要
請

し
て
き
ま
し
た
。 
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「
に
の
つ
ぼ
」
を 

 

小
規
模
通
所
授
産
施
設
に
！ 
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最
近
“
リ
カ
バ
リ
ー
”
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
今
回
は
リ
カ
バ

リ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

リ
カ
バ
リ
ー
（
回
復
）
と
い
う
概
念
は

「
障
害
を
持
ち
な
が
ら
も
人
生
を
回
復

す
る
」
と
い
う
精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
鍵
と
な
る
概
念
で
す
。 

 

当
事
者
で
あ
り
援
助
者
で
あ
る

D
e
e
g
a

n

は
リ
カ
バ
リ
ー
を
「
病
気
か
ら

の
回
復
で
は
な
く
、
人
々
の
偏
見
、
医
源

性
の
障
害
、
自
己
決
定
の
欠
如
、
働
い
て

い
な
い
こ
と
へ
の
否
定
的
問
題
、
壊
さ
れ

た
夢
、
か
ら
の
回
復
」
と
述
べ
ま
し
た
。

林
病
院
に
勤
務
経
験
の
あ
る
野
中
猛
先

生
は
「
病
や
障
害
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の

を
回
復
す
る
こ
と
が
リ
カ
バ
リ
ー
で
あ

り
、
失
っ
た
も
の
と
は
①
機
能
、
②
自
尊

心
、
③
生
活
、
④
人
生
な
ど
で
、
た
と
え

機
能
障
害
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
な

く
と
も
、
自
尊
心
、
生
活
、
人
生
を
回
復

す
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

 

「
医
源
性
の
障
害
」
も
あ
る
よ
う
に
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
リ
カ
バ
リ
ー

を
損
な
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
け
れ
ど

も
私
た
ち
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

目
的
は
リ
カ
バ
リ
ー
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 
 

日 

程 

１１
月
１４
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

１１
月
１５
日
（
土
） 

 
 

行
き
先 

高
知
県 

  
 
 
 

参
加
費
用 

一
万
五
千

円 

  

通
所
授
産
施
設「
さ
ん
か
く
広
場
」（
高

知
市
和
泉
町
）
を
見
学
。
室
戸
海
洋
深
層

水
仕
込
み
の
天
然
酵
母
使
用
、天
然
酵
母

の
パ
ン
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ

ス
「
き
ら
ら
の
実
」（
喫
茶
店
）
で
は
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
で
パ
ン
と
飲
み
物
が
味
わ

え
ま
す
。 

 

桂
浜
の
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、土
佐

の
味
を
堪
能
！
旅
館
「
浦
戸
一
」
で
一
泊

し
ま
す
。 

龍
馬
に
逢
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

◎
寄
付
金
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

  

振
込
口
座 

ト
マ
ト
銀
行
原
尾
島
支
店 

 
 
 
 

 

社
会
福
祉
法
人 

「
結
い
」 

 
 
 
 

 

理
事 

前
田 

勝
子 

 

支
店
番
号 

０
４
９ 

 

口
座
番
号 

普
通
預
金
５
９
７
５
４
５
１ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

宵
を
待
っ
て
咲
花
だ
か
ら 

 
 
 
 
 

ま
つ
よ
い
ぐ
さ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辺
り
に
宵
闇
が
迫
る
と
闇
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
の
白
く
浮
か
び
上
が
る 

 
 
 

よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
。 

 
 
 
 

高
い
香
り
を
放
ち
、
そ
し
て 

 
 
 

明
け
方
に
な
る
と
し
ぼ
ん
で
し 

 
 
 

ま
う
一
夜
花
。 

 
 
 
 

夢
二
が
愛
し
た
女
性
を
想
わ 

 
 
 

せ
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

浴
後
の
美
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
宮 

弘
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

花
物
語 

待 

宵 

草 

花
こ
と
ば 

「
リ
カ
バ
リ
ー
」 

 
 
 
 

 
 
 

障
害
を
持
ち
な
が
ら
人
生
を
回
復
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

川
崎
医
療
福
祉
大
学 

作
業
療
法
士 

長
安
正
純 
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介
護
保
険 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

  

5050
代
の
障
害
者
も

代
の
障
害
者
も  

 
 

 
 

め
い
め
い
の
ペ
ー
ス
で

め
い
め
い
の
ペ
ー
ス
で  

 
 
 

 
 
 

愉
し
く
わ
く
わ
く
♪

愉
し
く
わ
く
わ
く
♪ 

 
 
 

 

本
格
的
な
夏
に
な
っ
た
七
月
三
Ｏ

日
、
福
泊
に
あ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
「
色
え
ん
ぴ
つ
」
を
岡
山
中
央

福
祉
会
の
友
の
会
の
声
掛
け
で
、
通
所

者
の
Ｙ
さ
ん
と
一
緒
に
訪
ね
ま
し
た
。 

 

作
業
所
の
中
で
は
年
を
と
ら
れ
て
い

る
通
所
者
の
方
々
か
ら
「
自
分
の
老
後

は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
か
」
「
（
精
神)

病
院
に
入
れ
て
も
ら
え
る
ん
だ
ろ
う

か
」
と
い
っ
た
老
後
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
々
が
増
え

て
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 

年
を
と
っ
て
も
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
ん
な

施
設
が
あ
る
の
か
、
前
か
ら

一
度
見
学
に
行
き
た
い
と
い

う
声
が
で
て
い
ま
し
た
。

「
色
え
ん
ぴ
つ
」
は
、
五
年

前
に
責
任
者
の
田
中
さ
ん
と

い
わ
れ
る
方
が
、
特
養
で
働

い
て
い
た
友
人
三
人
と
一
緒
に
始
め
た

と
の
こ
と
。
介
護
保
険
が
始
ま
る
前

で
、
借
り
る
家
も
決
ま
ら
ず
、
ど
う

し
ょ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
ら
、
今
の
大

家
さ
ん
が
、
知
人
の
知
り
合
い
で
「
そ

う
い
う
こ
と
な
ら
ぜ
ひ
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
く
れ
始
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。 

 

小
さ
な
民
家
で
、
す
ぐ
隣
り
の
家
の

畑
の
野
菜
が
青
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

家
の
中
で
は
、
昼
寝
を
さ
れ
て
い
る

方
・
パ
ズ
ル
を
し
て
い
る
方
・
お
茶
を

飲
ま
れ
て
い
る
方
と
利
用
者
の
方
々
が

め
い
め
い
の
ペ
ー
ス
で
、
ゆ
っ
く
り
と

一
日
を
過
ご
し
て
い
る
感
じ
で
し
た
。 

 

こ
こ
に
は
、
介
護
保
険
の
対
象
外
と

な
る
交
通
事
故
に
よ
る
障
害
を
も
た
れ

た
五
〇
代
の
方
も
こ
ら
れ
て
い
た
り
、

胃
漏
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
田
中
さ

ん
の
「
自
己
満
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
「
色
え
ん
ぴ

つ
」
を
始
め
て
か

ら
、
と
て
も
沢
山

の
こ
と
を
教
わ
っ

た
。
毎
日
が
楽
し

く
て
、
家
に
帰
る

よ
り
こ
こ
に
い
た

い
と
思
っ
て
し
ま

う
」
と
い
う
言
葉

が

印

象

的

で

し

た
。 

 
 
 
 
 
 

 

小
さ
な
普
通
の

家
に
集
ま
っ
て
、
過
ご
す
一
日
。
体
が

不
自
由
に
な
っ
て
も
、
こ
う
い
う
風
に

外
に
で
て
こ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
み
ん
な

と
過
ご
せ
る
と
い
い
な
、
と
思
い
ま
し

た
。(

高
橋
記)  

  

第
三
五
回
全
家
連
大
会

第
三
五
回
全
家
連
大
会  

  

十
月
二
四
日
に

十
月
二
四
日
に  

 
 
 

 
 
 

埼
玉
で
開
催

埼
玉
で
開
催  

  

今
回
は
埼
玉
で
一
日
の
み
の
大
会
の

予
定
で
す
。 

 

こ
の
大
会
は
、
「
彩
の
国
か
ら
の
出

発
、
全
家
連
の
再
生
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
今
日
の
家
族
会
活
動
の
進

む
べ
き
方
向
を
討
議
し
ま
す
。 

 

記
念
講
演
は
、
村
上
和
雄
先
生
（
高

血
圧
の
遺
伝
子
研
究
家
）
が
「
彩
っ
て

私
た
ち
ー
人
生
を
プ
ラ
ス
に
か
え
る
た

め
に
ー
」
と
題
し
て
記
念
講
演
さ
れ
ま

す
。
ま
た
四
つ
の
分
科
会
（
治
療
に
つ

い
て
の
家
族
の
悩
み
不
安
、
当
事
者
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
市
町
村
時
代
を
迎

え
て
、
全
家
連
の
再
生
を
め
ざ
し
て
）

が
開
か
れ
ま
す
。
精
神
障
害
者
の
社
会

参
加
と
自
立
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

等
の
推
進
を
図
る
第
一
歩
を
大
き
く
踏

み
出
す
大
会
と
し
て
、
力
を
合
わ
せ
て

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

     

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
食
欲
の
秋
！

お
腹
ま
わ
り
が
気
に
な
る
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

す
っ
き
り
お
な
か
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

簡
単
で
誰
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る
運

動
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

２
０
回
１
セ
ッ
ト
を
目
標
に
、
き
つ

け
れ
ば
５
回
か
ら
で
も
毎
日
続
け
ま

し
ょ
う
。 

              

ポ
イ
ン
ト 

 
 

上
体
を
起
こ
す
と
き

に
息
を
吐
き
、
元
に
戻

す
と
き
に
息
を
吸
い
ま

し
ょ
う
。 

・両足をイスに 

（壁にあてても） 

・両手は太ももの 

 後ろに 

・背中を少し床か  

 ら離す 

（上体を起こす） 

お腹に意識を集中させ、 

い～ちに～とゆっくりと。 

す
っ
き
り
お
な
か 

 
 

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

訪問記 
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「
に
の
つ
ぼ
」
小
規
模
通

「
に
の
つ
ぼ
」
小
規
模
通

所
授
産
施
設
化
へ

所
授
産
施
設
化
へ  

    

職
員
の
退
職
共
済
決
定

職
員
の
退
職
共
済
決
定  

  

四
月
「
結
い
」
発
足
以
来
五
月
三
十

一
日
第
七
回
理
事
会
、
第
三
回
評
議
員

会
を
開
催
。
七
月
十
一
日
に
は
、
第
八

回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
七
回

理
事
会
で
は
、
竣
工
式
と
祝
賀
会
の
報

告
を
行
い
、
協
議
事
項
と
し
て
、
平
成

十
五
年
度
予
算
、
給
水
装
置
の
水
道
管

の
変
更
と
工
事
費
の
支
払
い
、
そ
れ
に

「
に
の
つ
ぼ
（
喜
楽)

」
の
授
産
施
設
へ

の
移
行
に
つ
い
て
協
議
し
確
認
し
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
開
か
れ
た
評
議
員
会
で

は
、
理
事
会
で
用
意
し
た
報
告
と
提
案

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
確
認
し
ま

し
た
。 

 

第
八
回
理
事
会
は
、
岡
山
県
の
監
査

報
告
（
六
月
五
日
）
宇
野
学
区
の
清
掃

（
六
月
八
日
）
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
（
七

月
二
十
五
日
）
そ
れ
に
「
ワ
ー
ク
ハ
ウ

ス
・
わ
く
わ
く
！
」
の
連
結
収
支
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
、
職

員
の
夏
季
賞
与
に
つ
い
て
、
年
間
三
ヶ

月
が
限
度
で
、
夏
季
は
、
せ
い
ぜ
い

一
・
五
ヶ
月
が
精
一
杯.

と
い
う
提
案
を

行
い
ま
し
た
が
、
せ
め
て
従
来
の
実
績

（
五
ヶ
月
）
を
尊
重
す
る
よ
う
意
見
が

あ
り
、
そ
の
方
向
で
努
力
す
る
よ
う
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。
水
道
管
の
取
替
え

は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
借
り
入
れ

を
し
、
早
期
に
工
事
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ま
た
、
職
員
の
退
職
金
共
済
に
つ
い

て
は
、
岡
山
県
社
協
と
社
会
福
祉
医
療

事
業
団
の
双
方
の
規
定
を
検
討
し
、
当

面
事
業
団
の
退
職
共
済
制
度
（
退
職
一

時
金
）
に
加
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
お
、
運
営
規
則
の
一
部
改
正
を
提

案
、
顧
問
医
の
意
見
書
が
不
要
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
項
目
を
削
除
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
保
健
所
へ
の
当
事

者
の
入
退
の
届
出
に
つ
い
て
は
改
め
て

そ
の
必
要
性
を
保
健
所
に
正
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
町
内
会
と
の
友
好
を
促
進

す
る
た
め
に
、
第
一
回
の
連
絡
協
議
会

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

町
内
と
第
一
回
協
議
会

町
内
と
第
一
回
協
議
会 

 
 

 
 
 

和
気
あ
い
あ
い
と
懇
談
開
く 

 

社
会
福
祉
法
人
「
結
い
」
と
東
川
原

町
内
会
（
光
前
支
部
）
と
の
第
一
回
連

絡
協
議
会
が
、
七
月
十
五
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
、
長
江
連
合
会

会
長
、
久
戸
瀬
邦
彦
（
光
前
支
部
理

事
）
、
久
戸
瀬
功
（
前
理
事)

、
本
郷
和

男
、
川
上
え
み
子
、
藤
原
敏
子
、
平
尾

恭
子
の
各
氏
、
そ
れ
に
北
村
幸
子
（
宇

野
学
区
民
生
委
員
・
結
い
評
議
員
）
、

田
辺
美
千
子
（
同
民
生
委
員
・
結
い
評

議
員
）
、
の
両
氏
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

理
事
会
か
ら
は
、
前
田
理
事
長
、
高

橋
施
設
長
、
中
島
理
事
、
そ
れ
に
通
所

者
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
高

橋
施
設
長
か
ら
、
四
月
一
日
に
立
ち
あ

げ

た
「
ワ

ー

ク

ハ

ウ

ス
・
わ

く

わ

く
！
」
の
竣
工
式
と
祝
賀
会
、
県
の
監

査
、
町
内
の
河
川
の
清
掃
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。                                  

  

つ
づ
い
て
「
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・
わ
く

わ
く
！
」
の
洗
濯
業
務
に
つ
い
て
報

告
。
洗
濯
作
業
は
、
週
四
日
、
二
時
間

程
度
実
施
、
一
日
の
通
所
者
は
約
十

人
、
大
型
洗
濯
機
の
導
入
で
三
時
間
か

か
っ
て
い
た
作
業
が
一
時
間
で
済
む
。

い
ま
で
は
、
病
院
の
患
者
の
洗
濯
ま
で

行
っ
て
い
る
な
ど
、
う
れ
し
い
報
告
を

行
い
ま
し
た
。   

   
参
加
者
か
ら
好
意
的
な
ご
意
見
や
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
要
望
や
ご
意
見

を
受
け
、
高
橋
施
設
長
か
ら
、
来
年
か

ら
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
洗
濯
も
お
手

伝
い
し
た
い
、
夏
祭
り
に
は
、
模
擬
店

を
出
さ
せ
て
ほ
し
い
、
ま
た
、
今
年
の

秋
頃
に
は
、
無
料
の
医
療
相
談
を
考
え

て
お
り
、
協
力
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

を
申
し
述
べ
ま
し
た
。        

  

次
回
の
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

半
年
に
一
回
程
度
、
開
催
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。 

  

河
川
の
清
掃
に
参
加

河
川
の
清
掃
に
参
加  

 

六
月
八
日
、
町
内
の
河
川
の
清
掃
に

参
加
し
ま
し
た
。
「
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・

わ
く
わ
く
」
か
ら
、
高
橋
・
太
田
そ
れ

に
通
所
者
三
名
が
参
加
、
操
山
高
校
周

辺
の
用
水
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
一

年
間
で

河
川

は
藻

が
茂
り
、
空

き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

缶
も
散
乱
し
て
い
ま
し
た
が
、
き
れ
い

に
清
掃
が
で
き
ま
し
た
。   

   
   政

府
、
補
助
金
を

政
府
、
補
助
金
を

政
府
、
補
助
金
を   

   

一
ヶ
所
九
九
万
に
削
減

一
ヶ
所
九
九
万
に
削
減

一
ヶ
所
九
九
万
に
削
減   

 

政
府
は
、
平
成
十
五
年
の
小
規
模
作

業
所
へ
の
国
庫
補
助
の
箇
所
数
を
八
八

〇
カ
ヶ
所
か
ら
七
九
二
ヶ
所
に
削
減
し

て
き
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
た
ち
は
激

し
く
抗
議
し
ま
し
た
が
、
復
活
に
至
ら

ず
、
止
む
な
く
、
従
来
の
箇
所
数
は
維

持
し
、
助
成
額
を
一
ヶ
所
当
た
り
年
九

九
万
円
（
十
一
万
減
）
に
引
き
下
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
共
同
作
業
所

は
全
国
で
一
六
三
七
ヶ
所
、
交
付
申
し

込
み
は
、
一
二
〇
〇
ヶ
所
、
し
か
し
助

成
対
象
は
、
僅
か
八
八
〇
ヶ
所
で
す
。 

 

 

来
年
度
に
は
全
申
請
数
の
交
付
に
む

け
、
強
力
に
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う 

  

  

第
七
・
八
回
理
事
会 

 
 

 
第
三
回
評
議
員
会 

   

開
く 


